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にわたり調査した。その結果，次の4種と2亜種，寄生

蜂1種を確認した。
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Haworth

3ゴボウトガリヨトウGP･ory"α./bγ"sButler
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6フキノメイガ類の寄生蜂〃α72feZesZ"o加力""
Lyle

なされている。

本県における加害種は，現在までの調査では4種と2

亜種で，とくにこのうちブキノメイガ類が主要な害虫と

みられ，栽培農家ではこの防除が主体をなしている。
4）

フキノメイガ類についてはMutuuraらの分類によ

れば，フキを加害するものは2亜種と承られるが，さら

に検討したい。予察灯による羽化消長を承るとピーク

は，第1回が6月2半旬，第2回は7月3～4半旬，第

3回は8月6半旬～9月1半旬であったが，年3回発生

とみてよいかは，さらに調査年次を重ねて検討したい。

センチュウ類については，アレナリヤネコプセンチュ
6〕

ウが記録されており，キタネグサレセンチュウについて
6〕

も，西沢らによって確認されている。本種による被害株

は地上部の生育が悪く，2年畠においてかなり見受けら

れた。

穿孔性害虫としてヨモギオオシンムシガおよびウスグ
1）

ロハナアブを確認し，浅山らも同様認めている。とくに

ウスグロハナアブはプキノメイガ類による加害とかなり

類似しており,加害時期や加害の特徴など検討したい｡本

種はフキノメイガ類と同様かなり重要な害虫であろう。

ゴボウトガリヨトウはゴボウやジャガイモで確認され

ているが，フキでの記録がないようである。実被害につ

いては今後さらに検討したい。

以上，富山県において確認されたフキ害虫について報

告した。このほか今後さらに確認される害虫もあると考
えられるが，フキの栽培上病害虫の問題がかなり大き

く，その生態，防除法について調査研究をすすめる必要

があろう。

摘要

富山県におけるフキの害虫類について，1970～1972年
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リンドウてんぐ巣病を媒介するキマダラヒロョコバイの薬剤防除試験(予報）

小池賢治＊・織田真吾*＊（*新井農業改良普及所・**北陸農業試験場）

K・KOIKEandS・ORITA:ScreeningofpesticidesfOrcontrolofO力〃"α〃αz,｡〆"α

(Ishihara),thevectorofgentianwitches'broom.

キマダラヒロヨコバイは，エゾギク萎黄病，ジャガイ

モてんぐ巣病，香料ゼラニウムてんぐ巣病，リンドウて

んぐ巣病などの媒介虫として知られている。これらのマ

イコプラズマ様微生物による病害には，未だ実用的な治

療剤がなく，媒介虫の駆除が防除の主軸と考えられるの

で，キマダラヒロヨコパイに対して有効な殺虫剤を検討

した。その結果，有望なものが認められたので，ここに

報告する。

報告に先だち，終始ご指導をいただいた北陸農試佐藤

昭夫室長，多大のご協力をいただいた新井農業改良普及
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MPP乳I試験方法

供試薬剤は,MPP乳剤，エチルチオメトン粒剤,N

AC粉剤，同乳剤9BPMC粉剤，同乳剤,MPMC乳

剤で，第1表のとおり処理した。1区10頭3連制とし，
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第1表供試薬剤と施用方法
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BPMC粉

倫F市霞冒~悪~『“‘‘簿散布方法は5号鉢に植えた草丈約30cmのリンドウを屋

外におき，粉剤はミゼットダスター，乳剤はコカインス

プレーを2連球につけて散布した。その後,鉢を室内に

移し，ナイロンストッキングで覆い，供試虫を入れた。

供試虫は，野外の第1回成虫を赤クローバー，ハルジヨ

オン，フキ，ヨモギを混植したポットで野外飼育し，そ

の中で得た第2回成虫である。放飼はエチルチオメトン

粒剤は薬散1日後，他は当日に行なった。

なお，残効期間をみるため，エチルチオメトン粒剤は

薬散後8，14，22日目に，また,MPP乳剤は7日後に，

それぞれ室内に放漫したリンドウの鉢に放飼した。

第1図各薬剤の殺虫効果
8月16日供試(NAC乳は8月23日）

であった。24時間後の死虫率は,NAC粉剤が100%に
なったがBPMC粉剤は20%であった。さらに98月23
日NAC乳剤,BPMC乳剤,MPMC乳剤を10a当り
100Zの割合で，葉裏にも綿密に散布した｡しかし,48時
間後の死虫率はNAC乳剤が16%,他は皆無であった。
殺虫効果の高かったMPP乳剤，エチルチオメトン粒

％

Ⅱ試験結果

薬剤散布時は，微風であったが，粉剤はリンドウの茎

葉に着きにくかった。供試虫は放飼後約1時間はストッ

キングに多くいて，植物にとまるものが少なかった。そ

の後次第にとまり始めるが，多くは葉裏に，次いで茎に

静止していた。葉の表面では頂部の未展開葉に多く熟ら

れた。

死虫率の経時変化は，第1図のとおりである。8月16

日の試験ではMPP乳剤が薬散当日の放飼で3時間後に

73％，6時間後には全部が死亡し，かなり速効的であっ

た。エチルチオメトン粒剤では15時間後から死虫率が高

くなり，48時間後に93％の死虫率を象た。しかし,NA

C粉剤,BPMC粉剤は48時間後の死虫率が低く,各413

％，3％であった。これは粉剤の茎葉への附着が悪かっ

たためでないかと考え，翌8月17日別のリンドウ鉢に5

号鉢当り0．49のNAC粉剤,BPMC粉剤を茎葉の真

上から小筆で少しずつ落してかけた。この散布法では葉

の表面にかなり多く附蒜し，鉢の土はほぼ白くなるほど
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第2図MPP乳剤,エチルチオメトン粒剤の残効力
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未発表）であるので，媒介能力をもつ保毒虫は幼虫末期

頃から多くなり，羽化により伝播力が増大すると推定さ
れる。成虫の発生は，第1回が6月中旬～7月下旬，第
2回が8月中旬～10月下旬であるが，リンドウ栽培では

葉枯病（セプトリア菌）が6月から発生するため，数回
薬散しており,MPP乳剤の混用が有効と思われる。ま
た，リンドウには，アブラムシ，シンクイムシ，少､マキ

ムシ類（いずれも種名不明）の発生も認められるが，こ
れら害虫の併殺効果も期待できよう。

エチルチオメトン粒剤は，48時間後の死虫率はかなり

高いが，死虫率が高まるのは24時間後である点や，薬剤
費，併殺効果などの点でMPP剤に一歩ゆずるものと思
われる。

今後は，散布適期，回数および畦畔雑草地をも含めた
効果的な防除法を検討する必要があろう。

Ⅳ摘要

1リンドウてんぐ巣病防除のため，媒介虫キマダラ

ヒロヨコバイに有効な殺虫剤について検討した。
2室内試験の結果,MPP乳剤，エチルチオメトン

粒剤は90％以上の殺虫率を示し，残効期間も前者は5
日，後者は15日位期待できた。

3NAC,BPMC,MPMC剤は粉乳剤とも一般
的な使用法では効果が認められなかった。
4キマダラヒロョコバイによる媒介は，6月中旬頃

の羽化により増大すると思われるが，この頃から葉枯病
の防除が行なわれており,MPP乳剤の混用によってア
ブラムシ，シンクイムシ，ハマキムシなどの併殺も期待
できると思われる。
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剤の残効期間を調査した結果は第2図のとおりである。

MPP乳剤は7日後の放飼で948時間後の死虫率が58%

であった。エチルチオメトン粒剤では8日後の放飼で83

％，13日後の放飼でも90%の死虫率をぷたが922日後の
放飼では63％となった。

’

』Ⅲ考察

室内試験の供試虫は飼育し，羽化したばかりの第2回

成虫で，無散布区の死虫はなかった。キマダラヒロヨコ

バイに対してMPP乳剤が速効的で死虫率が高く，残効
も5日程度は期待できそうであった。エチルチオメトン

粒剤の株当り0．5g散布も殺虫効果が高く，残効期間は

15日ほどであった。カーバメート系殺虫剤のNAC,B

PMC,MPMC剤はゥ通常の使用法では粉剤，乳剤と

も死虫率が低く，実用性が認められなかった。実際に，

ヨモギ，フキ，赤クローバーが主として生えており，前

年にかなりの生息をゑた3地点（1区1～3a)に6月

26日,10a当り3kgのNAC2%粉剤を散布したが，

散布前後とも50～100回すくいとりで,2～5頭と変らな

かった。また，7月10日に約3aの前記同様の植生の原

野で，推定300回のすくいとりで成虫110頭，老令幼虫5

頭を得た地点に,MPP・BPMC粉剤を10a当り3～

4kg散布した結果では,6日後のすくいとりで全く採集

できなかった。これらの点からも,MPP剤が効果があ

ることがうかがわれる。

ｷﾏダﾗﾋﾛﾖｺパｲの殺虫剤については,関出が飼
育虫にMPP剤を散布して，殺虫力が顕著であることを

2）

認めている。また，重松らは，香料ゼラニウム栽培圃場

で，カーバメート系剤のMPMC,NAC粉剤および有

機リン系剤のMPP,ダイアジノン粉剤が有効としてい

る。MPP剤については，これらと同様の結果を得た

が，カーバメート系剤については相違した結果になっ

た。

リンドウてんぐ巣病原体の虫体潜伏期が15～26日であ

り，幼虫期間は25｡C,16時間照明で26～31日（織田ら

’

訪花昆虫とナシの結実および果実品質の関係

岡部伸孝（石川県農業試験場）

N.OKABE:Influenceofthepollinating-insectsonthefructificationandthequality
mthepear.

ナシが自家ならびに他家不親和性の強い果樹であるこ樹の混植によりこの現象を,可避出来ることが知られてい
とは，古くから菊池や星野によって明らかにされ，授粉た。その後訪花昆虫の減少により，次第に人工授粉の必
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